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「希望に生きる者はつねに若い。 

いな生命そのものが本質的に若さを意味している。」 

        三木清「人生論ノート」より 

３月を迎えています。別れと出会いの交差する３月。 

卒業を控える若者たちは、新しい地へと旅立って行きます。 

老いも若きも、主にある希望を頂いて、新たな歩みが 

始まります。この東山教会も同様に。 

 どうか皆様お一人お一人のご健康と歩みが守られて 

信仰生活も祝されますように。東山教会の歩みの為にも 

どうかお祈り下さい。みなさまに神の恵みと平安を祈ります。 

 主にありて                       

 

 

書画：Ｙ．Ｈ．姉 

  

説教題：「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝です」（ヨハネ１５章１～５節） 

ぶどうの木、それは、主イエス・キリスト。ぶどうの枝、それは、主の弟子たち＝私たち。 

ぶどう園の農夫は、神様です。時は、夜のことです。主イエスは、最後の晩餐の後、洗足を行われ、

弟子たちに大切な戒めを残されました。互いに愛し合うこと、ゆるしあうこと。そして、主イエスに聞

き従い続けていくこと。まもなく夜は明け、裏切りの出来事は幕を開けます。いちどはひとり残らず

逃げ去ってしまうとしても、主の教えを心に、弟子たちが再び立ち上がる日が来ることを、主イエス

は確信しています。「わたしにつながっていなさい。あなたがたが豊かな実を実らせるためです」と

は、主の最高の愛のメッセージなのです。私たちも神様を信頼し、主と共に歩んでまいりましょう！ 

＜２月の教会の歩みについて＞     

１ 工事終了のご報告： 

１月半ばから行われていた雨漏り補修と外壁の十字架補修の工事も１月の終わりには 

無事終了しました。十字架は、２月最初の礼拝から、養生幕が取り払われた状態で 

見ることが出来るようになりました。皆様のお祈りに心より感謝申し上げます。 

 ２ 「信徒会」と「送別の祈り」のご報告： 

・１５日午後から信徒会を行い、①学び（教会の信仰告白と執事について）と 

②新年度に向けて夢を語り合う会を持ちました。 

現在の活動の充実と共に、新たな中長期の夢（教会建築）を抱きつつ、歩んでいきましょう。 

・H.R.姉と H.Y.姉は大学卒業後、名古屋を離れ、それぞれ新しい歩みが始まります。 

２２日の礼拝後、賛美とお祈りのひと時をもって、送別の時を持ちました。 

 ＜今後の予定＞ 

①２／１８（水）～４／４（土） レント（受難節）、４／５（日） イースター（復活祭） 

②３／１５（日） 「南名古屋教会との合同礼拝」 礼拝後、交わり（教会建築についての学び） 於：南名古屋 
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